
（1）11月号（№318）令和元年11月15日発行（毎月１回15日発行）�

えとす（Ethos）とは、文化や習慣を意味し、豊
かな精神をはぐくみ、平和を希望する言葉で
す。  題字：栢木寛照

発行人：二ノ湯 智
国会事務所 
〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 
参議院議員会館921号室 
TEL.03-6550-0921 FAX.03-6551-0921

〒615-0062  京都市右京区西院坤町2 
ハウスドゥ四条ビル601 
TEL.075-315-2228 FAX.075-315-2310

発行所：自由民主党京都府参議院選挙区第三支部

京 都 の 智 恵 を 日 本 に 活 か す。
二 ノ 湯 智 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.ninoyusatoshi.com

★
香
港
で
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
、
身
柄
を
中
国
本

土
へ
送
り
、
中
国
側
が
裁
判
に
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
条
例（
逃
亡
犯
条
例
）を
、
香
港
政
府
が
成

立
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
学

生
、
若
者
が
反
発
し
て
、
大
き
な
抗
議
行
動
と

な
っ
た
。
★
反
対
デ
モ
は
日
に
日
に
広
が
り
を
見
せ
、
香
港
政

府
は
、
条
例
制
定
を
断
念
す
る
と
方
針
を
転
換
し
た
。
そ
れ
で

も
若
い
人
達
は
、
政
府
を
信
用
せ
ず
、
多
く
の
民
主
化
を
求
め

て
、
連
日
デ
モ
を
繰
り
返
し
、
収
ま
る
気
配
は
な
い
。
★
テ
レ

ビ
で
見
る
限
り
、
若
者
は
火
焔
瓶
を
投
げ
、
警
察
は
放
水
車
、

そ
し
て
最
近
は
拳
銃
ま
で
使
用
す
る
と
い
っ
た
事
態
に
発
展
し

て
い
る
。
す
で
に
、
死
者
も
出
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
市
街
戦
に
発
展
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
★
当
初
、
抗
議

活
動
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
時
、
中
国
政
府
が
人
民
解
放
軍
を

投
入
し
、
再
び
天
安
門
事
件
の
よ
う
な
最
悪
の
事
件
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
自
制
し
て
い
る

が
、
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。
★
天
安
門
事
件
当
時
と
違
っ
て
、

中
国
経
済
は
飛
躍
的
に
大
き
く
な
り
、
全
世
界
と
の
関
係
も
深

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
情
報
化
時
代
が
進
ん
だ
現
在
、
若
し

万
が
一
、
デ
モ
の
鎮
圧
に
軍
を
進
出
さ
せ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
世
界
各
国
か
ら
、
猛
反
発
が
出
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

★
か
っ
て
、
ソ
連
が
存
在
し
て
い
た
と
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
自

主
管
理
労
組
「
連
帯
」
が
民
主
化
と
待
遇
改
善
を
求
め
ス
ト
を

起
こ
し
た
。
そ
の
時
、
ソ
連
の
介
入
が
あ
る
か
、
ど
う
か
世
界

の
注
目
を
浴
び
、
結
局
ソ
連
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
介
入
を
断
念

し
た
。
中
国
政
府
も
軽
々
な
行
動
を
取
ら
な
い
と
信
じ
て
い

る
。
★
今
後
、
香
港
は
ど
う
な
る
の
か
。
暫
く
、
目
が
離
せ
な

い
。
命
が
け
で
、
自
由
と
民
主
化
を
求
め
る
香
港
の
若
者
の
勇

気
を
称
え
た
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
に
、
渋
谷

に
繰
り
出
し
て
、
た
だ
面
白
い
か
ら
と
、
意
味
も
な
く
、
交
差

点
で
暴
れ
ま
く
り
、
市
民
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
日
本

の
若
者
の
行
動
は
余
り
に
も
、
次
元
が
低
く
恥
ず
か
し
い
。
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国
民
の
政
治
不
信
を
招
く
与
野
党
の
攻
防

停滞し前に進まない国会審議停滞し前に進まない国会審議
不祥事には謙虚、丁寧に説明を不祥事には謙虚、丁寧に説明を

停滞し前に進まない国会審議停滞し前に進まない国会審議
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内
閣
改
造
に
伴
い
、
新
し
い
閣
僚
の
不
祥
事
に
よ
っ
て
、
野
党

の
追
求
の
ネ
タ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
た
が
、
そ
れ

が
的
中
し
国
会
の
審
議
が
前
に
進
ま
な
い
。
そ
の
上
、
総
理
主
催

の
「
桜
を
見
る
会
」
へ
の
総
理
後
援
会
の
問
題
も
浮
上
し
て
、
与

野
党
の
攻
防
が
続
き
、
膠
着
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。
総
理
が
目
指

す
、
憲
法
改
正
に
必
要
な
「
国
民
投
票
法
の
改
正
案
」
も
衆
議
院

憲
法
審
査
会
は
開
か
れ
た
が
、
実
質
的
な
審
議
は
出
来
ず
、
参
議

院
は
開
会
も
出
来
な
い
状
態
で
あ
る
。
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
あ
る

が
、
内
外
共
に
、
重
要
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
10
月
4
日
に
召
集

さ
れ
た
第
200
回
国
会
は
12
月
9
日
の
閉
会
ま
で
あ
と
残
す
と
こ

ろ
、
2
週
間
足
ら
ず
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
時
期
に
、
国
権
の
最

高
機
関
で
あ
る
国
会
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
い
い
の
か
、
各
方

面
か
ら
批
判
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。
与
野
党
と
も
に
、
国
会
と

し
て
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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主
に
高
齢
化
、

主
に
高
齢
化
、

地
方
の
疲

地
方
の
疲
弊
を
中
心
に

弊
を
中
心
に

大
嘗
宮
の
儀

大
嘗
宮
の
儀

深
夜
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る

深
夜
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る

奥
深
い
京
都
の
歴
史

宮
中
行
事
に
深
く
関
わ
る

深
刻
な
高
齢
者
問
題

深
刻
な
高
齢
者
問
題

増
え
続
け
る
独
居
世
帯
老
人

増
え
続
け
る
独
居
世
帯
老
人

大
嘗
祭
は
、
天
皇
陛
下
が
ご
即
位
の
後
、
初
め
て

大
嘗
宮
で
、
新
穀
を
皇
祖
及
び
天
神
地
祇
に
お
供

え
に
な
っ
て
、
安
寧
と
五
穀
豊
穣
な
ど
を
感
謝
さ
れ

る
と
と
も
に
、
国
家
・
国
民
の
た
め
に
安
寧
と
五
穀

豊
穣
な
ど
を
祈
念
さ
れ
る
行
事
で
す
。
大
嘗
宮
の
儀

は
、「
悠ゆ

紀き

殿で
ん

供き
ょ
う

撰せ
ん
の
儀ぎ

」
と
「
主す

基き

殿で
ん

供き
ょ
う

撰せ
ん
の
儀ぎ

」

か
ら
な
っ
て
い
る
。
悠
紀
殿
供
撰
の
儀
は
14
日
の
夕

方
か
ら
夜
、
主
基
殿
の
儀
は
15
日
の
未
明
に
か
け
て

行
わ
れ
る
。
双
方
と
も
所
要
時
間
は
約
3
時
間
。
参

列
し
た
人
達
は
5
時
30
分
ま
で
に
、
皇
居
に
入
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
バ
ス
に
分
乗
し
て
儀

式
が
行
わ
れ
る
大
嘗
宮
の
幄あ

く

舎し
ゃ

に
向
か
っ
た
。
こ
の

日
、
東
京
は
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と
の
天
気
予
報
で

あ
り
、
参
列
者
は
、
オ
ー
バ
ー
、
膝
掛
け
、
襟
巻
き

な
ど
の
防
寒
着
の
着
用
が
許
さ
れ
た
。
議
員
や
一
般

の
参
列
者
は
悠
紀
殿
の
前
方
に
設
置
さ
れ
た
幄
舎
の

席
に
着
席
し
た
。
儀
式
は
6
時
15
分
頃
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
参
列
者
に
は
内
部
の
様
子
は
全
く
分
か
ら
な

い
。
そ
の
間
、
天
皇
陛
下
は
、
今
年
斎
田
で
収
穫
さ

れ
た
新
米
や
酒
な
ど
を
神
前
に
お
供
え
を
さ
れ
て
い

る
。
回
数
は
数
百
回
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
天

皇
陛
下
の
儀
式
も
大
変
な
労
力
で
、
全
く
頭
の
下
が

る
思
い
で
あ
る
。
悠
紀
殿
の
一
連
の
儀
式
が
終
了
す

る
と
、
休
憩
と
な
り
、
参
列
者
は
宮
殿
に
引
き
上
げ

て
軽
食
を
頂
い
た
。
お
神
酒
と
簡
単
な
弁
当
で
あ
る
。

休
憩
は
2
時
間
ほ
ど
で
あ
る
。
再
び
、
会
場
に
向
か

い
、
次
は
主
基
殿
で
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
主
基
殿

の
前
の
席
の
参
列
者
は
、
総
理
始
め
閣
僚
、
歴
代
の

首
相
、
衆
参
議
長
、
歴
代
衆
参
議
長
な
ど
。
既
に
時

刻
は
12
時
を
回
り
、
外
気
は
一
層
厳
し
い
寒
さ
と
な
っ

て
く
る
。
当
然
睡
魔
も
襲
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
も
天

皇
は
、
一
生
懸
命
に
お
勤
め
に
な
っ
て
い
る
と
思
う

と
、参
列
者
も
気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

主
基
殿
で
の
儀
式
が
終
了
し
た
の
は
、
午
前
3
時
30

分
で
あ
っ
た
。
再
び
、
宮
殿
に
戻
る
と
、
軽
い
食
事

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
頂
い
て
、
宿
舎
に
戻
っ

た
の
は
4
時
30
分
で
あ
っ
た
。�

（
二
之
湯�

智
記
）

参
議
院
自
民
党
議
員
団
に
は
政
策
審
議

会（
松
山
政
司
会
長
）が
あ
り
、
毎
週
水
曜

日
に
各
界
か
ら
講
師
を
招
き
、
各
種
の
問

題
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
い
る
。
こ
れ
と

は
別
に
、
夏
の
参
議
院
選
挙
で
全
国
各
地

に
応
援
に
回
っ
た
自
民
党
参
議
院
幹
事
長

の
世
耕
弘
成
氏
は
、
多
く
の
国
民
が
将
来

に
漠
然
と
し
た
不
安
を
持
っ
て
い
る
と
感

じ
、
こ
の
度
、
地
方
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
勉
強
し
よ
う
と
「
不
安
に
寄
り
添
う
政

治
の
あ
り
方
勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

今
ま
で
に
、「
医
師
の
地
域
偏
在
」、「
地

域
の
消
滅
・
崩
壊
」、
に
つ
い
て
勉
強
し

た
。
先
日
は
、
超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、

益
々
深
刻
と
な
る
「
独
居
老
人
と
孤
独

死
」
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

11
月
17
日
、
福
井
県
敦
賀
市
で
90
才
代

の
夫
婦
と
そ
の
長
男
の
3
人
の
遺
体
が
見

つ
か
り
、
71
才
の
長
男
の
妻
が
殺
人
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
。
長
男
の
妻
は
両
親
の
介

護
、
障
害
の
あ
る
夫
の
世
話
で
疲
れ
果
て

て
の
殺
人
の
様
に
思
わ
れ
る
。
地
域
社
会

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
今
日
の
高
齢
化
時
代
の
深
刻

な
問
題
が
殺
人
と
し
て
負
の
形
に
現
わ
れ

た
。
人
生
100
年
時
代
と
言
わ
れ
る
。
健
康

で
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
が
出
来
る
老

人
は
、
幸
せ
で
、
長
生
き
出
来
た
喜
び
を

味
わ
え
る
。
し
か
し
、
現
実
は
な
か
な
か

厳
し
く
、
認
知
症
に
な
る
人
、
健
康
を
害

す
る
人
も
多
い
。
介
護
を
必
要
と
す
る
老

人
が
大
幅
に
増
え
て
ゆ
く
が
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
介
護
職
員
が
不
足

し
、
誰
も
が
介
護
施
設
に
入
れ
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
高
齢
化
時
代
の
も
う
一
つ

の
問
題
は
、
熟
年
離
婚
に
よ
っ
て
、
独
居

老
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
に
つ
れ
て
、
孤
独
死
も
増
え
続
け
、
特

に
男
性
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
孤

独
死
を
避
け
る
た
め
に
、
地
域
や
行
政
が

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
民
生
委
員
は
定
員
割
れ
、
地
域
住

民
の
人
間
関
係
は
希
薄
化
し
、
自
治
機
能

は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
老
人
の
将
来
の

不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、
国
も
真
剣
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

「
大だ

い

嘗じ
ょ
う

宮き
ゅ
うの
儀ぎ

」
終
了
後
、
天
皇
陛
下
が
大
嘗
祭

の
参
列
者
に
新
穀
で
調
製
し
た
酒
と
料
理
を
賜た

ま
わ
る

「
大だ

い

饗き
ょ
うの

儀ぎ

」
が
、
16
日
に
行
わ
れ
た
。
大
饗
の
儀

は
宮
殿
の
豊
明
殿
で
催
さ
れ
る
が
、
式
場
に
は
舞
楽

台
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
宮
内
庁
楽
部
の
演
奏
で
舞

が
奏そ

う
せ
ら
れ
、
献
物
台
に
は
、
悠
紀
地
方（
東
日
本
・

栃
木
県
）、
主
基
地
方（
西
日
本
・
京
都
府
）の
献
物

が
陳
列
さ
れ
、
参
列
者
に
披
露
さ
れ
た
。
料
理
は
タ

イ
の
刺
身
、
焼
き
物
、
蒲
鉾
、
五
目
御
飯
、
汁
物
な

ど
が
詰
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
引
き
出
物
の
菊き

く
焼や

き

残ざ
ん

月げ
つ

は
と
ら
や
製
で
あ
り
、
酒
は
月
桂
冠
で
あ
る
。
明

治
に
な
っ
て
、
都
が
京
か
ら
東
京
に
移
っ
た
と
は
言

え
、
皇
室
の
伝
統
儀
式
に
依
然
と
し
て
京
都
の
歴
史

が
息
づ
い
て
い
る
。

2040年推計

認知症・高齢者 953万人

熟年離婚による
独居老人

男性 355万人

女性 540万人

※ 「日本における認知症の高齢者人口の将来
推計に関する研究」より
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

京
都
市
内
で
根
を
張
る
共
産
党

京
都
市
内
で
根
を
張
る
共
産
党

昨
年
知
事
選
で

昨
年
知
事
選
で
22
万万
55
千
票
差
千
票
差
に
迫
る
に
迫
る

4
選
出
馬
に
踏
み
切
る
の
か
、
そ
れ
と
も
勇

退
か
と
去
就
が
注
目
さ
れ
て
い
た
門
川
大
作
京

都
市
長
は
、
11
月
8
日
記
者
会
見
を
開
き
、
次

期
市
長
選
挙
に
出
馬
す
る
と
表
明
し
た
。
市
長

の
表
明
を
受
け
て
自
民
党
京
都
府
連
で
は
9
日

に
選
挙
対
策
常
任
委
員
会
を
開
き
、
市
長
選

挙
へ
の
対
応
を
協
議
し
た
。
市
長
の
4
選
出
馬

に
つ
い
て
、
反
対
の
意
見
も
な
く
、
推
薦
を
決

定
し
た
。
共
産
系
の
福
山
和
人
氏
も
11
日
に
立

候
補
表
明
、
現
在
ま
で
に
市
長
選
挙
に
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
候
補
者
は
、
門
川
大
作
、
村

山
祥
栄
、
福
山
和
人
の
各
氏
で
あ
る
。
門
川
氏

に
は
、
自
民
党
、
公
明
党
、
村
山
氏
は
地
域
政

党
京
都
党
、
福
山
氏
に
は
共
産
党
が
推
薦
を
決

定
し
て
い
る
が
、
地
方
選
挙
に
は
政
党
の
推
薦

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
が
、
必
ず
し
も
政
党

の
力
関
係
だ
け
で
は
測
れ
な
い
要
素
が
働
く
。

昨
年
4
月
に
執
行
さ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙

で
は
、
共
産
党
対
非
共
産
党
の
構
図
の
戦
い
で

今
、
世
界
的
に
『
格
差
の
拡
大
』
が
進
ん
で

い
る
。
こ
こ
30
年
で
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

急
激
に
進
行
し
、
各
国
の
経
済
政
策
も
新
自
由

主
義
と
言
わ
れ
る
『
金
融
資
本
主
義
』『
株
主

至
上
主
義
』
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
き
た
。

い
ま
や
、
世
界
の
ト
ッ
プ
62
人
の
超
大
富
豪

が
、
世
界
の
富
の
半
分
を
独
占
し
て
い
る
。
現

在
も
含
め
て
、
日
本
以
外
の
世
界
経
済
は
大
き

く
成
長
し
て
い
る
が
、
そ
の
果
実
は
わ
ず
か

1
％
の
富
裕
層
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

い
ま
や
国
家
を
凌
ぐ
経
済
規
模
を
誇
っ
て
い

る
多
国
籍
企
業
の
利
益
配
分
は
、
従
業
員
や
取

引
先
に
は
向
か
わ
ず
、
株
主
へ
と
集
中
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
世
界
で
は
『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
』
と
言
わ
れ
る
政
治
グ
ル
ー
プ
が
台
頭
し
て

い
る
。
政
治
家
や
経
営
者
と
い
っ
た
エ
リ
ー
ト

は
国
民
の
暮
ら
し
の
実
態
を
わ
か
っ
て
い
な

い
、
大
企
業
や
富
裕
層
ば
か
り
を
優
遇
す
る
、

と
い
っ
た
具
合
に
国
民
を
煽あ

お
る
手
法
で
あ
る
。

こ
の
手
法
は
危
う
さ
を
感
じ
さ
せ
望
ま
し
い

も
の
で
は
な
い
が
、
一
方
で
政
治
家
や
経
営
者

の
鈍
感
さ
も
非
常
に
問
題
で
あ
り
腹
立
た
し
い

も
の
で
あ
る
。

指
導
的
立
場
に
立
つ
政
治
家
の
多
く
は
東
京

育
ち
の
2
世
、
3
世
で
あ
り
、
ど
こ
か
浮
世
離

れ
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
大
企
業
の
経
営
者
は

多
く
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
権
限
や
ビ

ジ
ョ
ン
に
乏
し
い
。

今
、
こ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
国
民
か
ら
の
信

頼
を
急
速
に
失
っ
て
い
る
、
と
い
う
実
感
が
私

に
は
あ
る
。
要
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
私
た
ち
の
生

活
を
全
然
理
解
し
て
い
な
い
、
と
い
う
不
信
と

失
望
で
あ
る
。

欧
州
の
主
要
国
で
は
伝
統
的
な
政
党
が
か
つ

て
の
支
持
を
失
い
、
他
方
、
移
民
排は

い

斥せ
き

や
バ
ラ

マ
キ
政
策
を
訴
え
る
新
興
政
党
が
支
持
を
伸
ば

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
に
は
激
し
く
他
政
党

を
攻
撃
し
た
り
、
強
い
言
葉
で
国
民
を
煽
る

代
表
も
い
る
。
か
つ
て
行
き
過
ぎ
た
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
で
戦
争
の
惨
禍
を
引
き
起
こ
し
た

１
９
３
０
年
代
に
似
て
き
た
雰
囲
気
さ
え
す

る
。そ

ん
な
中
、
我
が
国
は
か
つ
て
の
一
億
総
中

流
と
言
わ
れ
た
時
代
に
比
べ
る
と
弱
く
な
っ
た

も
の
の
、
他
の
先
進
国
よ
り
は
安
定
し
た
中
間

層
を
持
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
政
策
の
修
正
に

よ
っ
て
、
か
つ
て
の
豊
か
な
中
間
層
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
我
が
国
に
は
、
こ
う
し
た
成
長
と

分
配
を
両
立
さ
せ
る
社
会
の
あ
り
方
を
世
界
に

発
信
す
る
責
務
が
あ
る
と
私
は
思
う
。
私
が

『
国
民
を
豊
か
に
す
る
資
本
主
義
研
究
会
』
を

立
ち
上
げ
、
政
治
の
目
的
は
経
済
成
長
で
は
な

く
国
民
の
幸
せ
だ
、
と
旗
を
立
て
た
の
は
こ
う

し
た
背
景
が
あ
っ
た
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

〜
資
本
主
義
編
〜

〜
資
本
主
義
編
〜

あ
っ
た
が
、
京
都
市
内
で
は
、
現
知
事
西
脇
氏

は
僅
か
2
万
5
千
票
余
り
し
か
、
福
山
氏
を
引

き
離
し
て
い
な
い
。
村
山
氏
は
本
来
、
保
守
系

の
人
物
で
あ
り
、
門
川
氏
の
票
を
奪
う
率
が
高

い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、「
日

本
維
新
の
会
」、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民
を
守
る

党
」
は
独
自
候
補
を
立
て
る
の
か
、
そ
の
上
、

参
議
院
選
挙
で
共
産
党
を
応
援
し
た
山
本
太
郎

の
「
れ
い
わ
新
選
組
」
は
今
回
も
同
様
の
行
動

を
と
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
京
都

は
地
方
選
挙
で
い
つ
も
全
国
の
魁

さ
き
が
けと

な
っ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
京
都
市
長
選
挙
は
、
一
地

方
選
挙
で
は
な
く
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
。

西田府連会長より推薦状を受ける

昨年の京都府知事選挙の結果

行政区
無所属 無所属

にしわき　隆俊 福山　和人
北　区 16,534 15,199
上京区 12,236 10,600
左京区 21,449 24,030
中京区 15,155 14,131
東山区 5,286 4,241
山科区 17,293 14,445
下京区 11,438 8,069
南　区 11,566 10,766
右京区 27,829 24,221
西京区 20,688 17,374
伏見区 35,722 26,365
京都市計 195,196 169,441
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参
議
院
自
民
党
補
正
予
算
要
望

参
議
院
自
民
党
補
正
予
算
要
望

岸
田
政
調
会
長
に
手
渡
す

岸
田
政
調
会
長
に
手
渡
す

岸田政調会長に
参議院自民党の要望を手渡す

一
、
私
達
夫
妻
に
は
、
男
2
人
、
女
2
人
の
子

供
が
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
末
子
の
次
女
が
、
立

派
な
青
年
と
結
婚
を
し
た
。
こ
れ
で
親
と
し
て

一
安
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
世
帯
と
な
っ
た

と
は
言
え
、
色
々
と
気
に
な
る
の
は
親
と
し
て

は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
、
大
学
共
通
テ
ス
ト
の
英
語
民
間
試
験
の
活

用
が
、
文
科
大
臣
の
鶴
の
一
声
で
突
如
取
り
止

め
と
な
っ
た
。
こ
の
試
験
に
関
し
て
は
、
そ
の

是
非
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

採
用
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
準
備
を
進
め
て

き
た
受
験
生
に
し
た
ら
怒
り
が
収
ま
ら
な
い
。

一
、
エ
ア
ー
ガ
ン
を
打
ち
続
け
わ
が
子
を
殺
し

た
夫
妻
が
逮
捕
さ
れ
た
。
24
歳
前
後
の
夫
妻
は

可
愛
い
盛
り
の
1
歳
児
に
何
故
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
。
わ
が
子
に
愛
情
が
湧
か
な
い
、
若

い
夫
妻
は
ど
ん
な
親
に
育
て
ら
れ
た
の
か
知
り

た
い
。

一
、
人
生
100
年
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
健
康
と

長
寿
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裏
千
家

大
宗
匠
の
千
玄
室
氏
は
今
年
96
才
。
全
く
そ
ん

な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
さ
で
あ
る
。

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
聞
い
て
、
千
さ
ん
に
あ
や

か
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
は

南
ア
フ
リ
カ
が
優
勝
し
た
。
約
2
カ
月
間
に
わ

た
る
熱
戦
は
、
日
本
列
島
に
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
た
。
鍛
え
抜
か
れ
た
選
手
同
士

の
肉
弾
戦
は
、
確
か
に
見
応
え
が
あ
り
、
手
に

汗
握
る
も
の
が
あ
っ
た
。

一
、
京
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
放
火
事
件
で
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
追
悼
の
会
「
お
別
れ　

そ
し
て

志
を
繋
ぐ
式
」
に
参
列
し
た
。
多
く
の
人
に
夢

と
希
望
と
感
動
を
与
え
る
為
に
頑
張
っ
て
い
た

人
達
に
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
同
時
に
、
改
め

て
、
犯
人
に
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

一
、
日
韓
と
の
軍
事
情
報
包
括
保
護
協
定
い
わ

ゆ
る
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
の
破
棄
が
回
避
さ
れ
た
。

こ
の
協
定
の
失
効
に
よ
っ
て
我
が
国
の
安
全
保

障
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
先
ず
は
一
安

心
で
あ
る
。
米
国
の
影
の
力
も
あ
る
が
、
日
韓

両
国
政
府
の
大
人
の
対
応
を
歓
迎
し
た
い
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

第33回　伊勢神宮初詣

◇旅 行 日　令和2年1月13日（月・祝）
◇会　　費　8,500円

新春招福バスツアー

初詣実行委員会
◇申込先　初詣実行委員会（二ノ湯さとし事務所内） TEL(075)315-2228

またはアサカ観光社 TEL(075)821-0650

◇昼食場所　関ドライブイン

昭和天皇がお亡くなりになった昭和64年1月7日、昭和から平成に変わった歴史的な
節目の日に第2回の初詣に行った事が思い出されます。
今回は、令和になって初めての初詣で、記念の伊勢参りです。是非ともご参加下さい。
昼食は関ドライブインで松坂牛のすき焼きを賞味します。

党員募集にご協力下さい
自民党では党組織強化のため、
　　　　　国会議員1名につき1,000名をノルマとしております。
自民党の政治理念にご賛同を賜り、
　　　　　是非ともご入党いただきます様お願い申し上げます。

一般党員：年額4,000円
家族党員：年額2,000円

※家族党員として入党するには、同一世帯に一般党員1名が必要です。

1．わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方。
2．満18才以上で日本国籍を有する方。
3．他の政党の党籍を持たない方。

入党資格について

党費について

最
近
の
相
次
ぐ
台
風
、
豪
雨
に
よ
っ
て
日
本

列
島
は
各
地
で
大
き
な
災
害
が
起
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
安
倍
内
閣
の
景
気
対
策
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
デ
フ
レ
状
況
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
今

ひ
と
つ
元
気
が
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
各
方

面
か
ら
、
景
気
対
策
、
国
土
強
靭
化
な
ど
思
い

切
っ
た
大
型
補
正
予
算
の
編
成
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
政
府
は
令
和
元
年
度
補
正
予

算
を
10
兆
円
ほ
ど
の
規
模
で
考
え
て
い
る
。
参

議
院
政
策
審
議
会
で
は
、
正
副
会
長
会
議
で
再

三
協
議
を
重
ね
、
参
議
院
自
民
党
の
議
員
に
も

意
見
を
求
め
て
、
重
点
予
算
要
望
案
を
取
り
ま

と
め
た
。
案
の
中
で
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靭
化
や
地
方
創
生
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
安

定
的
・
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
、

10
年
以
上
の
長
期
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
を
作
る

べ
き
で
あ
り
、こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

今
次
補
正
予
算
を
編
成
す
べ
き
で
あ
る
と
強
く

強
調
し
て
い
る
。
25
日
、
党
本
部
で
、
松
山
政

審
会
長
は
じ
め
、
正
副
会
長
が
、
党
本
部
に
岸

田
政
調
会
長
を
訪
ね
て
、
参
議
院
自
民
党
の
補

正
予
算
に
関
す
る
考
え
方
を
説
明
し
た
。


